
　
　

今
、
公
共
施
設
の
使

用
料
を
改
定
す
る
理
由
は
。

　
　

来
年
10
月
に
消
費
税

率
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
平
成
26
年
度
の

引
き
上
げ
時
に
も
相
当
分

の
上
乗
せ
を
行
わ
ず
据
え

置
い
た
経
緯
が
あ
る
。
そ

の
結
果
、
本
来
な
ら
老
朽

化
が
進
む
施
設
の
長
寿
命

化
の
た
め
に
も
徴
収
す
べ

き
使
用
料
が
、
施
設
維
持

管
理
財
源
と
し
て
活
用
で

き
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
公
共
施
設
使
用
料

へ
の
消
費
税
増
額
分
相
当

の
上
乗
せ
、
ま
た
使
用
料

の
算
定
方
法
、
さ
ら
に
は

受
益
者
負
担
の
考
え
方
や

公
平
性
、
ま
た
そ
れ
ら
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
減

免
制
度
の
見
直
し
も
含
め

検
討
す
る
時
期
に
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
　

減
免
対
象
団
体
の
使

用
料
減
免
額
の
合
計
は
。

　
　

平
成
27
年
度
で
、
減

免
し
な
け
れ
ば
徴
収
で
き

た
使
用
料
の
推
計
額
は
１

億
8
千
500
万
円
余
。

　
　

改
定
の
ス
キ
ー
ム
は
。

　
　

５
月
末
に
設
置
し
た

公
共
施
設
使
用
料
改
定
検

討
委
員
会
に
て
、
消
費
税

引
上
げ
対
応
、
算
定
根
拠

の
明
確
化
、
値
上
げ
の
可

否
、
減
免
制
度
全
般
の
検

討
等
を
お
願
い
し
、
本
年

中
に
は
市
の
方
針
を
決
定
、

必
要
な
条
例
改
正
を
行
い
、

市
民
や
各
種
団
体
へ
の
周

知
期
間
を
お
い
た
後
、
平

成
31
年
10
月
の
実
施
を
目

指
し
た
い
。

　
　

値
上
げ
は
市
民
の
様
々

な
活
動
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
。
慎
重
に
行
う
べ
き
。

　

市
長　

料
金
値
上
げ
は
、

議
会
、
市
民
、
市
民
団
体
、

全
て
の
方
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
先
決
。
丁
寧
に
説

明
し
た
い
。
た
だ
問
題
は

市
が
財
政
的
に
持
続
で
き

る
か
ど
う
か
だ
。
あ
る
程

度
の
公
平
負
担
は
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
箱

物
に
年
間
80
億
円
の
維
持

管
理
費
が
必
要
と
の
試
算

が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
は

と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。

人
口
問
題
対
応
、
企
業
立

地
、
既
存
産
業
の
高
度
化

な
ど
を
進
め
、
そ
れ
ら
と

一
体
的
に
負
担
の
公
平
性
、

財
源
確
保
に
向
け
て
の
理

解
を
進
め
た
い
。

　
　

燃
や
す
ご
み
の
有
料

化
に
対
す
る
全
国
お
よ
び

県
内
他
市
町
の
動
向
は
。

　
　

全
国
で
は
63.6
％
、
県

内
は
41.2
％
の
自
治
体
で
導

入
し
て
い
る
。

　
　

ご
み
の
有
料
化
に
ど

う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　

提
言
の
中
で
、
ご
み

の
堆
肥
化
な
ど
を
含
め
た

減
量
化
の
さ
ら
な
る
徹
底

と
合
わ
せ
て
、
有
料
化
の

目
的
、
効
果
と
必
要
性
な

ど
を
十
分
に
説
明
し
、
市

民
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
今
年
度
も
、
町
内
や
各

種
団
体
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
す
る
。
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
構
築
の
た

め
に
実
効
性
の
あ
る
減
量

化
、
資
源
化
策
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　

実
施
す
る
な
ら
い
つ

ご
ろ
か
。
市
民
へ
の
周
知

と
理
解
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　

有
料
化
を
実
施
す
る

ま
で
少
な
く
と
も
２
年
間

は
必
要
。
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
要

で
あ
り
住
民
説
明
会
な
ど

を
開
催
す
る
。
ご
み
袋
の

単
価
、
収
入
の
使
途
な
ど

細
か
な
制
度
設
計
を
、
議

会
や
関
係
部
局
と
調
整
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ご
み
の
有
料
化
が

単
な
る
市
民
の
負
担
増
と

捉
え
ら
れ
る
と
反
対
の
声

は
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。

　

ご
み
処
理
費
の
社
会
的

公
平
性
を
図
る
こ
と
、
ご

み
の
減
量
化
に
大
き
な
効

果
が
あ
り
、
処
理
経
費
が

減
る
こ
と
、
削
減
さ
れ
た

経
費
と
得
ら
れ
た
手
数
料

を
子
育
て
支
援
や
高
齢
者

福
祉
に
も
使
え
る
こ
と
な

ど
を
充
分
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、

子
育
て
家
庭
、
介
護
高
齢

者
の
い
る
家
庭
、
生
活
困

窮
家
庭
な
ど
に
は
細
か
い

配
慮
を
す
る
こ
と
を
希
望

し
、
市
民
理
解
を
得
な
が

ら
慎
重
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

〇
燃
や
す
ご
み
の
処
理
コ

ス
ト
に
つ
い
て

2

公
共
施
設
の
使
用
料

改
定
に
つ
い
て

昨
年
３
月
「
ご
み
問

題
懇
話
会
」
か
ら
提

出
さ
れ
た
、
ご
み
の

減
量
化
と
有
料
化
に

向
け
て
の
提
言
書
に

つ
い
て
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